
１ 素材需給の動向

(1) 素材の需要

平成23年の素材の需要量は2,457万㎥で、

前年に比べて84万６千㎥（3.6％）増加し

た。これを需要部門別にみると、製材用は

1,642万６千㎥、合板用は385万８千㎥で、木

材チップ用は428万６千㎥で、住宅需要がや

や回復したことなどから、前年に比べてそれ

ぞれ66万４千㎥（4.2％）、４万７千㎥（1.2

％）、13万５千㎥（3.3％）増加した。

この結果、需要部門別の構成割合は、製材

用が66.9％、合板用が15.7％、木材チップ用

が17.4％となった。（表１、図１）

(2) 素材の供給

素材の供給量は、国産材が1,829万㎥で、

前年に比べて109万７千㎥（6.4％）増加し

た。

また、外材は628万㎥で、米材及びその他

が増加したものの、北洋材、ニュージーラン

ド材及び南洋材が減少したことから、前年

に比べて 25万１千㎥（3.8％）減少した。

この結果、素材供給量に占める国産材の割

合は74.4％となり、前年を1.9ポイント上回

った。（表２及び３、図２）

図１ 素材需要量の推移

表１ 需要部門別素材需要量 （参考） 関連統計表

図２ 材種別素材供給量の推移

表２ 国産材、外材別素材供給量

単位：千㎥

年　次 計 製材用 合板用
木　　材
チップ用

平 成 23 年 24,570  16,426  3,858   4,286   

対前年比（％） 103.6 104.2 101.2 103.3

構成比（％） 100.0 66.9 15.7 17.4
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表３ 需要部門別、材種別素材供給量

注：構成比（％）は、四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合がある（以下の表において同じ）。

ア 国産材の供給

国産材の供給量（全国計のみ素材生産量

と等しい。）を針葉樹、広葉樹別にみると、

針葉樹は1,598万６千㎥で、全ての部門別

の生産量が増加したことから、前年に比べ

て119万７千㎥（8.1％）増加した。これを

樹種別にみると、あかまつ・くろまつは前

年に比べて11万４千㎥（16.4％）減少した

ものの、すぎ、からまつ、ひのき及びえぞ

まつ・とどまつは、前年に比べてそれぞれ

60万㎥（6.6％）、43万５千㎥(21.9％)、14

万㎥（6.9％）、12万２千㎥（14.7％）増加

した。

また、広葉樹は230万４千㎥で、主に木

材チップ用の生産量が減少したことから、

前年に比べて10万㎥（4.2％）減少した。（表

３及び４、図３）

図３ 樹種別素材生産量の推移

表４ 需要部門別、樹種別素材生産量

単位：千㎥

ラワン材

計 24,570 18,290 15,986 2,304 6,280 461 352 4,253 599 790 177 

製 材 用 16,426 11,492 11,363 129 4,934 112 13 3,374 499 783 166 

合 板 用 3,858 2,524 2,514 10 1,334 347 337 877 92 x x 

木材ﾁｯﾌﾟ用 4,286 4,274 2,109 2,165 12 2 2 2 8 x x 

計 103.6 106.4 108.1 95.8 96.2 87.6 100.9 106.0 61.2 92.1 113.5 

製 材 用 104.2 108.6 108.7 100.8 95.3 110.9 185.7 94.2 91.6 96.2 119.4 

合 板 用 101.2 101.4 101.5 71.4 101.0 81.8 98.8 212.9 21.3 x x

木材ﾁｯﾌﾟ用 103.3 103.7 113.4 95.7 40.0 200.0 200.0 10.0 400.0 x x 

計 100.0 74.4 65.1 9.4 25.6 1.9 1.4 17.3 2.4 3.2 0.7 

製 材 用 100.0 70.0 69.2 0.8 30.0 0.7   0.1 20.5 3.0 4.8 1.0 

合 板 用 100.0 65.4 65.2 0.3 34.6 9.0 8.7 22.7 2.4 x x

木材ﾁｯﾌﾟ用 100.0 99.7 49.2 50.5 0.3   0.0   0.0   0.0   0.2 x x 

区　分 計

国　　産　　材 外　　　　　　　　　　材

小計 針葉樹 広葉樹 小計 北洋材
ﾆｭｰｼﾞｰ
ﾗﾝﾄﾞ材

米材

平 成 23 年
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合 板 用 100.0 99.6 3.3 61.4 3.0 28.8 2.3 0.8 0.4 
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イ 外材の供給

外材の供給量を産地材別にみると、米材

は425万３千㎥で、前年に比べ24万㎥（6.0

％）増加したものの、北洋材は59万９千㎥、

ニュージーランド材は79万㎥、南洋材は46

万１千㎥で、前年に比べてそれぞれ37万９

千㎥（38.8％）、６万８千㎥（7.9％）、６

万５千㎥（12.4％）減少した。

（表３、図４）

２ 木材産業の動向

(1) 製材業

ア 製材工場数及び製材用動力の出力数

平成23年12月31日現在の製材工場数は

6,242工場で、前年に比べて327工場

（5.0％）減少した。これを製材用動力の

出力階層別にみると、主に「37.5～75.0kW

未満」、「75.0～150.0kW未満」及び「22.5

～37.5kW未満」の階層において、前年に

比べてそれぞれ150工場（6.9％）、72工場

（6.0％）、47工場（3.5％）減少した。

製材用動力の総出力数は69万2,565.6kW

で、前年に比べて１万1,815kW（1.7％）

減少したものの、１工場当たりの出力数

は111.0kWで、前年に比べて3.8kW（3.5％）

増加した。（表５）

イ 従業員数

平成23年12月31日現在で操業している工場の従業者数は３万2,482人で、前年に比べて997人

（3.0％）減少し、１工場当たりの従業者数は5.2人で、前年に比べて0.1人（2.0％）増加した。

（表６）

図４ 外材供給量の推移

表５ 製材工場数、製材用動力の出力数
（平成23年12月31日現在）

表６ 従業者数規模別製材工場数及び従業者数（12月操業）

0

2

4

6

8

10

12

14

平成19年 20 21 22 23

南洋材

ニュージー

ランド材

(100万㎥)

米 材

北洋材

その他

単

位
平成23年 対前年比 構成比

％ ％

工 場 数 計 工場 6,242 95.0 100.0

  7.5～ 22.5kW未満 〃 757 96.6 12.1

 22.5～ 37.5 〃 1,286 96.5 20.6

 37.5～ 75.0 〃 2,015 93.1 32.3

 75.0～150.0 〃 1,124 94.0 18.0

150.0～300.0 〃 619 96.6 9.9

300.0kW以上 〃 441 98.0 7.1

　　　総出力数総出力数 kW 692,565.6  98.3 - 

１工場当たり出力数 〃 111.0      103.5 - 

出力階層

計 ４人以下 ５～９ 10～19 20～29 30～49 50人以上
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ウ 製材用素材消費量

平成23年の製材用素材消費量は1,615万㎥で、前年に比べて45万５千㎥（2.9％）増加した。

これを製材用動力の出力階層別にみると、主に、「37.5～75.0kW未満」及び「75.0～150.0kW未

満」の階層において、それぞれ10万２千㎥（7.7％）、４万㎥（2.1％）減少したものの、「300.0

kW以上」の階層において56万３千㎥（6.0％）増加した。

なお、１工場当たりの素材消費量は2,587㎥で、前年に比べて198㎥（8.3％）増加した。

（表７、図５）

エ 製材用素材入荷量

(ｱ) 平成23年の製材用素材入荷量は1,642

万６千㎥で、前年に比べて66万４千㎥

（4.2％）増加した。これを国産材、外

材別にみると、国産材の入荷量は1,149

万２千㎥で、前年に比べて91万㎥（8.6

％）増加し、外材の入荷量は493万４千

㎥で、前年に比べて24万６千㎥（4.7％）

減少した。

この結果、製材用素材入荷量に占める

国産材の割合は70.0％で、前年（67.1％）

を2.9ポイント上回った。（表８、図６）

図５ 製材工場数及び素材消費量の出力階層別
構成割合（平成23年）

図６ 製材用素材の入荷量の推移

表７ 製材用動力の出力階層別素材消費量

表８ 材種別製材用素材の入荷量
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(ｲ) 素材の入荷があった製材工場は6,175工場で、前年に比べて311工場（4.8％）減少した。

これを入荷類型別の工場数でみると、国産材のみは4,372工場、国産材と外材は1,406工場、

外材のみは397工場で、前年に比べてそれぞれ70工場（1.6％）、212工場（13.1％）、29工場

（6.8％）減少した。

入荷量でみると、外材のみは299万６千㎥で、前年に比べて110万８千㎥（27.0％）減少し

たものの、国産材のみは1,032万６千㎥、国産材と外材は310万４千㎥で、前年に比べてそれ

ぞれ98万２千㎥（10.5％）、79万㎥（34.1％）増加した。

また、製材用動力の出力階層別にみると、300.0kW以上の工場が入荷量の全体の約６割を

占めている。（表９）

オ 製材品出荷量

製材品出荷量は943万４千㎥で、前年に

比べて1万9千㎥（0.2％）増加した。

出荷量を用途別にみると、建築用材のうち

ひき角類及びひき割類の用途において、前年

に比べてそれぞれ14万３千㎥（4.4％）、13万

㎥（4.6％）減少したものの、木箱仕組板・

こん包用材、土木建設用材及び家具・建具用

材の用途において、前年に比べてそれぞれ13

万７千㎥（12.6％）、５万６千㎥（14.7％）、

１万１千㎥（15.9％）増加した。

また、人工乾燥材出荷量は263万２千㎥で、

前年に比べて８万８千㎥（3.5％）増加し、

出荷量計における人工乾燥材出荷量の割合は

27.9％で前年（27.0％）を0.9ポイント上回

った。（表10、図７）

単位：千㎥

人工乾燥材 小　計 板　類 ひき割類 ひき角類

平 成 23 年 9,434   2,632   7,434   1,616   2,687   3,131   436     1,224   80      260     

対前年比（％） 100.2 103.5 97.3 104.2 95.4 95.6 114.7 112.6 115.9 109.7

構成比（％） 100.0 27.9 78.8 17.1 28.5 33.2 4.6 13.0 0.8 2.8

年　次 計

建 築 用 材 木箱仕組
板・こん
包 用 材

家 具 ・
建具用材

その他
用　材
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用　　材

図７ 用途別製材品出荷量の推移

表９ 製材用動力の出力階層別、入荷類型別製材工場数及び入荷量
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表10 用途別製材品出荷量

工場数 入荷量 工場数 入荷量 工場数 入荷量 工場数 入荷量

平 成 23 年 工場 千㎥ 工場 千㎥ 工場 千㎥ 工場 千㎥

　計 6,175   16,426  4,372   10,326  1,406   3,104   397     2,996   

　　7.5～ 22.5kW未満 744     149     625     124     93      20      26      5       

　 22.5～ 37.5 1,271   428     992     315     234     91      45      22      

　 37.5～ 75.0 1,987   1,219   1,344   841     530     310     113     68      

　 75.0～150.0 1,116   1,833   727     1,237   302     425     87      171     

　150.0～300.0 616     2,560   378     1,777   168     531     70      252     

　300.0kW以上 441     10,237  306     6,032   79      1,727   56      2,478   

対前年比（％）

　計 95.2 104.2 98.4 110.5 86.9 134.1 93.2 73.0

　　7.5～ 22.5kW未満 96.6 116.4 99.8 115.9 81.6 142.9 86.7 71.4

　 22.5～ 37.5 94.9 106.5 95.5 101.0 89.7 115.2 112.5 200.0

　 37.5～ 75.0 94.0 91.7 98.8 91.6 83.9 96.0 94.2 77.3

　 75.0～150.0 94.3 97.1 100.3 106.1 83.2 83.2 90.6 81.4

　150.0～300.0 97.0 102.3 95.9 108.6 100.6 92.8 94.6 85.7

　300.0kW以上 99.3 107.6 103.0 115.9 97.5 211.9 84.8 70.9

注：工場数は、平成23年に製材用素材の入荷のあった工場数である。

計 国産材のみ 国産材と外材 外材のみ
出力階層



(2) 合単板製造業

ア 合単板工場数及び従業者数

平成23年12月31日現在の合単板工場数は203工場で、前年に比べて11工場（5.7％）増加した。

これを製造種類別にみると、普通合板のみ製造している工場において、前年に比べて２工場

（5.4％）減少したものの、特殊合板のみ製造している工場は前年に比べて13工場（9.4％）増加

した。

合単板工場の従業者数は7,241人で、前年に比べて783人（9.8％）減少した。

なお、１工場当たりの従業者数は35.7人で、前年に比べて6.1人（14.6％）減少した。（表11）

イ 単板製造用素材入荷量

平成23年の単板製造用素材の入荷量は

385万８千㎥で、前年に比べて４万７千㎥

（1.2％）増加した。これを国産材、外材別

にみると、国産材は252万４千㎥、外材は

133万４千㎥で、前年に比べてそれぞれ３万

４千㎥（1.4％）、１万３千㎥（1.0％）増加

した。

この結果、単板製材用素材入荷量に占め

る国産材の割合は65.4％で、前年（65.3％）

を0.1ポイント上回った。

（表12、図８）

図８ 単板製造用素材の入荷量の推移

表11 工場類型別、従業者規模別合単板工場数及び従業者数（平成23年12月31日現在）

表12 材種別単板製造用素材の入荷量
単位：千㎥

針葉樹 ラワン材

平 成 23 年 3,858 2,524 2,514 10 1,334 665 347 337 877 92       x       x 

対前年比（％） 101.2 101.4 101.5 71.4 101.0 81.4 81.8 98.8 212.9 21.3       x       x 

構成比（％） 100.0 65.4 65.2 0.3 34.6 17.2 9.0 8.7 22.7 2.4       x       x 

その他
年　次 計

国　　産　　材 外　　　　　　　　　　材

小計 針葉樹 広葉樹 小計 南洋材 米材 北洋材
ﾆｭｰｼﾞｰ
ﾗﾝﾄﾞ材

0

1

2

3

4

5

6

平成19年 20 21 22 23

外

材

ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ材

南洋材

その他

（米材含む。）

国産材

北洋材

(100万㎥)

１ 工 場

工 場 類 型 当 た り

実　数 対前年比 従業者数
工場 ％ 工場 工場 工場 工場 工場 工場 人 ％ 人

計  203 105.7  93  70  17  17  4  2 7,241  90.2 35.7

単 板 の み  13 100.0  7  5 -  1 - - 340    71.7 26.2

普 通 合 板 のみ  35 94.6  2  8  11  11  2  1 3,818  92.9 100.5

普通合板と特殊合板  3 100.0 - -  1  2 - - … … … 

特 殊 合 板 のみ  152 109.4  84  57  5  3  2  1 3,083  89.6 20.3

注：１) は、「普通合板のみ」と「普通合板と特殊合板」の合計を表示している。

従業者数規模別工場数 従業者数

計
９人以下 10～49 50～99 実　数 対前年比100～199 200～299 300人以上

1) 1) 1)



ウ 普通合板生産量

平成23年の普通合板生産量は248万６千㎥で、前年に比べて15万９千㎥（6.0％）減少した。

厚さ別にみると、「12㎜以上」及び「６～12mm未満」の階層で、前年に比べてそれぞれ13万

４千㎥（6.0％）、３万６千㎥（11.1％）減少したものの、「３～６mm未満」及び「３㎜未満」

の階層で、前年に比べてそれぞれ１万㎥（12.5％）、１千㎥（4.0％）増加した。

また、生産量のうち、針葉樹合板生産量は219万８千㎥で、前年に比べて８万３千㎥（3.6％）

減少した。

この結果、普通合板生産量に占める針葉樹合板生産量の割合は88.4％で、前年（86.2％）を

2.2ポイント上回った。（表13、図９）

エ 特殊合板生産量

平成23年の特殊合板生産量は70万３千㎥で、前年に比べて５万６千㎥（8.7％）増加した。

これを種類別にみると、天然木化粧合板において、前年に比べて２千㎥（6.5％）減少したも

のの、プリント合板、その他の合板及びオーバーレイ合板において、前年に比べてそれぞれ

３万２千㎥（54.2％）、２万５千㎥（4.7％）、１千㎥（5.0％）増加した。（表14、図10）

表13 普通合板生産量 図９ 普通合板生産量の推移

図10 特殊合板生産量の推移表14 特殊合板生産量
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(万㎥)

平成23年 対前年比 構成比

千㎥ ％ ％

2,486 94.0 100.0

26 104.0 1.0

90 112.5 3.6

288 88.9 11.6

2,082 94.0 83.7

2,198 96.4 88.4

12 ㎜ 以 上

う ち 針 葉 樹 合 板

区 分

普 通 合 板 生 産 量

３ ～ ６ ㎜

６ ～ 12 ㎜

３ ㎜ 未 満

平成23年 対前年比 構成比

千㎥ ％ ％

703 108.7 100.0

21 105.0 3.0

91 154.2 12.9

9 100.0 1.3

29 93.5 4.1

553 104.7 78.7

388 106.0 55.2うち木質 複合 床板

そ の 他 の 合 板

天 然 木 化 粧 合 板

プ リ ン ト 合 板

塗 装 合 板

オーバー レイ 合板

特 殊 合 板 生 産 量

区 分



(3) 木材チップ製造業

ア 木材チップ工場数及び従業者数

平成23年12月31日現在の木材チップ工場数は1,545工場で、前年に比べて32工場（2.0％）減

少した。これを専門・兼営区分別にみると、「木材チップ専門工場」は380工場で、前年に比べ

て28工場（8.0％）増加したものの、「製材又は合単板工場との兼営工場」は1,165工場で、前

年に比べて60工場（4.9％）減少した。

木材チップ工場の従業者数は2,837人で、前年に比べて14人（0.5％）減少した。

また、１工場当たりの従業者数は1.8人で、前年と同数になった。（表15）

イ 木材チップ用素材入荷量

平成23年の木材チップ用の素材入荷量は

428万６千㎥で、前年に比べて13万５千㎥

（3.3％）増加した。これを国産材、外材

別にみると、国産材の入荷量は427万４千

㎥で、前年に比べて15万３千㎥（3.7％）

増加し、外材の入荷量は１万２千㎥で、前

年に比べて１万８千㎥（60.0％）減少した。

（表16、図11）

表15 専門・兼営区分別、従業者数規模別木材チップ工場数及び従業者数
（平成23年12月31日現在）

表16 材種別木材チップ製造用素材の入荷量

図11 木材チップ用素材の入荷量の推移

国
産
材

0

1

2

3

4

5

平成19年 20 21 22 23

針葉樹

外材

広葉樹

(100万㎥)

単位：千㎥

ラワン材

平 成 23 年 4,286 4,274 2,109 2,165 12 2 2 2 8 x x 

対前年比（％） 103.3 103.7 113.4 95.7 40.0 200.0 200.0 10.0 400.0 x x 

構成比（％） 100.0 99.7 49.2 50.5 0.3   0.0   0.0   0.0 0.2 x x 

年　次 計

国　　産　　材 外　　　　　　　　　　材

針葉樹 北洋材
ﾆｭｰｼﾞｰ
ﾗﾝﾄﾞ材

その他小計 米材広葉樹 南洋材小計

実　数 対前年比
工場 ％ 工場 工場 工場 工場 人 ％ 人

計 1,545   98.0    1,359   144     30      12      2,837   99.5 1.8

木材チップ専門工場 380     108.0   221     120     28      11           …      …      … 

製 材 又 は 合 単 板
工 場 と の 兼 営 工 場

1,165   95.1    1,138   24      2       1            …      …      … 

注：従業者数については、「木材チップ専門工場」及び「製材又は合単板工場との兼営工場」別に集計を行っていない。

10～19 20人以上
専門・兼営区分別

従 業 者 数 規 模 別 工 場 数 従　業　者　数 １ 工 場

当 た り
従業者数

計
４人以下 実　数 対前年比５～９



ウ 木材チップ生産量及び出荷量

平成23年の木材チップ生産量は563万３千ｔで、前年に比べて22万６千ｔ（4.2％）増加した。

これを原材料別にみると、工場残材及び素材（原木）において、前年に比べてそれぞれ11万

７千ｔ（6.4％）、３万２千ｔ（1.3％）減少したものの、解体材・廃材及び林地残材において、

前年に比べてそれぞれ36万３千ｔ（35.3％）、１万２千ｔ（9.0％）増加した。

また、針葉樹・広葉樹別にみると、針葉樹は278万３千ｔで、前年に比べて３万ｔ（0.1％）

減少し、広葉樹は146万ｔで、前年に比べて13万４千ｔ（8.4）％減少した。

（表17、図12）

表17 木材チップ生産量 図12 木材チップ生産量の推移
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平成23年 対前年比 構成比

千ｔ ％ ％

5,633 104.2 100.0

2,376 98.7 42.2
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145 109.0 2.6

1,390 135.3 24.7

2,783 99.9 - 
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注：針葉樹・広葉樹別には解体材・廃材を含んでいない。

区 分

木 材 チ ッ プ 生 産 量

広 葉 樹

原材料別

針葉樹・広葉樹別

針 葉 樹

素 材 （ 原 木 ）

工 場 残 材

林 地 残 材

解 体 材 ・ 廃 材


